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批

評

・

紹

介

佐
竹
靖
彦
著

唐
宋
獲
革
の
地
域
的
研
究

渡

紘

良

主皇

木
書
は
著
者
既
設
表
の
論
文
十
二
に
、
書
き
お
ろ
し
二
本
と
序
論
・

結
論
と

を
加
え
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
既
設
表
の
も
の
は
後
皐
を
誘
披
し
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
に
は
殆
ん
ど
原
形
の
ま
ま
枚
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

い
ま
さ
ら
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
回
ま
と
め
ら
れ
た
機
舎
を

と
ら
え
て
紹
介
し
、
い
さ
さ
か
感
想
も
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
木
書
の
構

成
を
示
そ
う
。

序

論

第
l
部
宋
代
の
郷
村
制
度

第

一
章

宋

代
郷
村
制
度
の
形
成
過
程

第
二
章
宋
初
郷
制
論

第

E
部
華
北
地
域
の
拙
変
革

第
一
章
敦
煙
戸
籍
に
お
け
る
戸
口
問
題
に
つ
い
て

第
二
章
唐
末
宋
初
の
敦
爆
地
方
に
お
け
る
戸
籍
制
度
の
第
質
に
つ
い

て

第
三
章

侠
西
地
方
に
お
け
る
唐
宋
金
元
期
の
地
割
制
度

第
四
部
長
江
中
流
下
流
地
域
の
製
革

第
一
章
杭
州
八
都
か
ら
呉
越
王
朝
へ

第
二
章
唐
宋
時
現
革
期
に
お
け
る
江
南
東
西
路
の
土
地
所
有
と
土
地
政

策
|
|
義
門
の
成
長
を
手
が
か
り
に
lー
ー

第
三
章
宋
代
務
州
事
情
素
描

第
N
部

四

川
地
域
の
袋
革

第
一
章
唐
代
四
川
地
域
社
曾
の
繁
貌
と
そ
の
特
質

第
二
章
王
萄
政
権
成
立
の
前
提
に
つ
い
て

第
三
一
章
王
萄
政
権
小
史

第
四
一
章
唐
宋
獲
革
期
に
お
け
る
四
川
成
都
府
路
地
域
社
舎
の
愛
貌

第
五
一
章
回
欽
全
寄
進
正
法
院
常
住
田
記

|
|
碑
文
の
作
者
楊
天
恵
と
団
地
の
所
在
|
|

宋
代
四
川
饗
州
路
の
民
族
問
題
と
土
地
所
有
問
題
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第
六
一軍

結

論

あ
と
が
き

索

引

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
時
期
は
麿
よ
り
元
ま
で
、
地
域
も
ほ
ぼ
中
閣
の

全
域
に
及
び
、
テ
1
7
は
主
戸
・
客
戸
等
の
戸
籍
に
関
す
る
も
の
、
移
住
と
同

族
結
合
、
地
割
そ
の
他
の
土
地
問
題
、
政
権
の
成
立
と
役
法
そ
の
他
の
農
村
支

配
の
問
題
、
更
に
民
兵
(
義
軍
〉
と
民
族
問
題
、
等
と
多
岐
に
わ
た
る
。
多
く

の
課
題
に
取
り
組
ま
れ
た
著
者
の
勇
気
を
ま
ず
多
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
序
論

以
下
順
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

序
論
で
著
者
は
本
書
の
ね
ら
い
を
二
つ
あ
げ
る
。
一
つ
は
中
央
政
府
か
ら
秘

密
結
社
に
至
る
、
こ
の
時
期
の
「
重
層
構
造
」
を
、
地
域
研
究
に
よ
っ
て
把
え
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る
こ
と
。
一
つ
は
そ
の
重
層
得
造
を
獲
草
過
程
に
お
い
て
把
え
る
こ
と
。
つ
ま

り
著
者
は
「
構
造
」
と
い
う
断
代
的
で
し
か
も
空
開
的
な
庚
が
り
で
も
っ
て
把

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
h
課
題
を
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
時
間
的

な
繁
化
の
な
か
で
把
え
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
難
題
に
著
者
は
ど
の

よ
う
に
し
て
嘗
た
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
か
甚
だ
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。

第
I
部
は
第
日
部
以
下
の
地
域
研
究
と
異
な
り
、
郷
村
制
或
い
は
郷
村
支
配

の
一
般
的
研
究
で
あ
る
。
第
一
一
章
は
唐
の
郷
保
制
か
ら
宋
の
郷
管
4

管
制
へ
の
袋

濯
を
た
ど
り
、
地
主
的
村
落
秩
序
の
形
成
過
程
を
論
詮
し
よ
う
と
す
る
。
即
ち

郷
保

・
園
保
・
村
吐
・
園
貌

・4
管
長

・
郷
管

・
郷
里

・
壮
丁
・

里
正
等
の
資
料

を
金
石
類
、
敦
爆
文
書
、
地
誌
類
よ
り
一
つ

一
つ
翠
げ
、
統
率
関
係

・
職
務
・

管
轄
直
域
等
に
つ
い
て
検
討
し
つ
つ
、
宋
の
戸
等
制
の
成
立
に
及
ぶ
。
郷
村
制

度
そ
れ
自
鐙
は
、
徴
税
・
保
甲
・
裁
判
門
を
目
的
と
し
、
私
的
所
有
に
直
接
関
わ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
唐
に
比
し
、
宋
の
行
政
畢
位
が
康
晴
馴
化
し
て
き
た
の
で
、

地
主
的
村
落
秩
序
の
形
成
を
想
定
で
き
る
と
い
う
の
が
論
旨
の
よ
う
で
あ
る
。

唐
宋
の
郷
村
制
を
網
羅
し
、
著
者
解
得
の
用
語
(
地
主
的
村
落
鐙
制

・
村
落
結

合
等
〉
が
、
資
料
用
語
の
合
い
聞
に
入
り
交
じ
る
の
で
難
解
で
あ
る
。
第
二
章

は
『
太
卒
蜜
字
記
』
の
戸
口

・
係
数
・
郷
数
の
記
載
の
し
か
た
を
細
か
く
分
析

さ
れ
た
も
の
で
数
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
著
者
が
得
意
と
す
る
統
計
庭
理

に
よ
り
蜜
字
記
研
究
を
一
歩
進
め
た
と
い
え
よ
う
。

第
E
部
の
第
一

章
と
第
三
章
が
新
稿
で
あ
る
。
第

一
・
二
章
は
敦
爆
戸
籍
に

よ
り
、
六
朝
よ
り
宋
初
に
至
る
家
族
形
態
、
戸
口
登
録
制
の
後
逗
を
論
ず
る
。

第
三
章
は
金
石
類
を
細
か
く
調
査
し
、
険
西
地
方
の
地
割
制
を
推
定
し
た
も
の

で
八
十
頁
に
及
ぶ
雄
篇
で
あ
る
。
第
一
節
は
既
に
荘
園
の
存
在
形
態
を
一
示
す
も

の
と
し
て
、
周
藤

・日
野
南
氏
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
き
た
舎
昌
元
年
隅
州
の

重
修
大
像
寺
記
の
研
究
で
あ
る
。
著
者
は
所
領
の
四
至
記
載
の
中
に
頻
出
す
る

「南
肝
北
岡
」
の
肝
陪
は
、
東
西
に
走
る
道
路
で
あ
ろ
う
と
し、

耕
地
の
概
形

と
そ
の
庚
さ
を
推
測
し
、
牛
耕
の
可
能
性
に
設
き
及
ぶ
。
概
念
闘
を
示
さ
れ
れ

ば
詳
細
な
分
析
は
よ
り
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。
第
二
節
以
降
は
唐
よ
り
元

に
至
る
長
安
の
石
刻
資
料
、
庚
慈
調
院
荘
地
碑

・
重
員
寺
田
荘
記

・
京
兆
府
提

皐
所
帖
碑

・
凝
輿
大
師
成
道
記

・
京
兆
府
機
風
平
田
記
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
闇
字

国
・
寺
田
を
分
析
し
、
長
安
に
お
け
る
地
割
制
を
検
討
し
た
も
の
。
著
者
自
身

訪
中
し
、
現
物
ま
た
は
拓
本
に
よ
り
録
文
を
確
認
で
き
た
こ
と
が
考
謹
を
強
め

て
い
る
。
特
に
長
篇
の
提
皐
所
帖
碑
に
つ
い
て
は
、
借
地
人
の
宅
地
幅
が
十

尺
、
長
く
て
三
十
尺
程
で
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
碑
文
の
地
片
記
載
の
信
懇
性

に
疑
問
を
呈
さ
れ
な
が
ら
、
宅
地
の
長
さ
に
つ
い
て
は
、
全
慢
と
し
て
一
定
の

距
離
ご
と
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
幅
が
狭
い
の
は
操
作
が
加
え
ら

れ
、
地
片
の
長
さ
を
倍
増
さ
せ
る
一
方
、
幅
は
半
減
さ
せ
た
た
め
で
は
な
い
か

と
推
測
す
る
。
同
じ
街
巷
で
同
じ
長
さ
を
も
っ
宅
地
片
を
何
例
か
あ
げ
て
そ
の

可
能
性
を
さ
ぐ
っ
た
の
で
あ
る
。
著
者
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
都
市
の
宅
地
は

一

定
の
奥
行
を
前
提
と
し
、
関
口
を
課
税
評
償
額
と
し
た
と
す
れ
ば
、
幅
を
狭
く

記
載
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
具
鐙
的
に
示
さ
れ
た
こ

と
は
貴
重
で
あ
る
。
た
だ
二
丈
幅
を
最
少
箪
位
と
す
る
地
割
制
度
が
存
在
し
た

と
い
わ
れ
、
ま
た
「
毎

一
畝
可
葉
屋
八
開
」
の
記
事
に
よ
り
、
「
一
畝
が
八
軒

分
の
宅
地
と
想
定
」
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
の
は
わ
か
ら
な
い
。
著
者
は
更

に
借
地
面
積
の
多
寡
に
よ
り
、
都
市
住
民
の
階
級
構
成
は
、
特
権
麿
三
%
、
中

関
層
二
十
七
%
、
一
般
市
民
七
十
%
と
す
る
。
一
見
飢
雑
な
借
地
面
積
の
記
載

か
ら
一
定
の
方
向
性
を
譲
み
と
ら
れ
た
手
腕
は
著
者
な
ら
で
は
の
感
が
す
る
。

著
者
の
持
ち
味
が
最
も
需
拡
揮
さ
れ
た
箇
所
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
四
部
第

一
章
は
責
巣
に
劉
抗
し
て
組
織
さ
れ
た
自
衛
軍
図

・
杭
州
八
都
の

所
在
地
、
都
賂
す
な
わ
ち
銀
特
の
出
自
、
箪
園
の
性
格
等
を
問
題
と
す
る
。
者

-193-
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者
に
よ
れ
ば
八
都
軍
闘
は
、
通
設
の
如
き
土
園
(
農
民
軍
)
で
は
な
く
、
傭
兵

集
図
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
た
の
が
土
豪
の
財
力
と
そ
の
結
束
で
あ
っ
た
。
八

都
を
基
盤
と
し
た
杭
州
の
銭
鍔
が
撞
頭
し
、
呉
越
王
朝
を
形
成
す
る
過
程
に
つ

い
て
見
る
と
、
湖
州
の
李
師
悦
と
越
州
の
劉
漢
宏
が
北
方
系
の
親
軍
を
中
心
に

軍
事
力
を
編
成
し
た
の
に
比
べ
、
八
都
に
は
明
確
な
中
央
軍
が
見
嘗
た
ら
な

い
。
し
か
し
銭
鯵
は
同
志
を
登
用
し
、
土
木
工
事
を
起
し
、
敵
絡
ま
た
は
反
飢

軍
の
駿
賂
を
抱
き
込
み
つ
つ
そ
の
勢
力
を
扱
大
さ
せ
て
い
っ
た
。
著
者
の
八
都

軍
事
力
に
関
す
る
研
究
は
民
兵
一
般
へ
の
言
及
が
な
い
の
で
疑
義
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
土
着
勢
力
を
活
用
し
な
が
ら
勢
力
を
固
め
、
権
力
を
確
立
す
る

や
地
域
か
ら
浮
き
あ
が
っ
た
存
在
と
化
し
、
や
が
て
宋
朝
に
併
合
さ
れ
る
と
い

う
設
明
は
興
味
深
い
。
た
だ
宋
朝
併
合
後
の
役
法
に
郷
れ
ら
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
別
に
簡
を
立
て
雨
漏
削
地
域
の
郷
村
統
治
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
第
l
部
と

関
連
さ
せ
つ
つ
、
掘
り
さ
げ
て
ほ
し
か
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
著
者
の
い
う
地
域

の
重
層
構
造
を
後
化
の
な
か
で
把
え
る
と
い
う
ね
ら
い
に
か
な
う
か
ら
で
あ

る
。
第
二
一章
は
江
西
の
累
世
間
居
(
義
門
)
の
研
究
。
江
西
に
そ
の
記
事
の
多

い
の
は
、
唐
開
元
年
関
以
降
、
新
設
耐
怖
が
こ
の
地
に
集
中
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

確
か
め
ら
れ
る
と
し
、
唐
初
儀
鳳
二
年
(
六
七
七
)
の
潤
州
仁
静
観
貌
法
師
碑

の
碑
陰
全
文
を
今
回
新
た
に
加
え
、
村
ご
と
の
同
姓
緊
居
の
さ
ま
を
う
か
が

い
、
主
客
戸
統
計
に
及
び
、
最
後
に
南
唐
潜
佑
の
均
田
制
的
土
地
政
策
「
民
因

説
以
見
佃
人
魚
主
」
に
つ
い
て
、
地
主
官
僚
徐
鉱
ら
と
の
封
立
の
中
で
把
え
、

南
麿
が
宋
に
併
合
さ
れ
る
次
第
を
述
べ
る
。
地
域
全
堕
の
特
徴
を
掴
み
た
い
と

い
う
著
者
の
意
欲
は
買
う
も
の
の
土
地
所
有
関
係
、
同
族
結
合
等
、
地
域
の
抱

え
る
問
題
全
て
と
背
後
に
あ
る
権
力
の
性
格
、
土
地
政
策
を
も
抱
え
込
み
、
あ

ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た
る
。
地
域
研
究
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
い
ろ
い
ろ
考
え

さ
せ
る
論
文
で
あ
る
。
権
力
の
問
題
を
は
じ
め
と
し
、
個
々
の
テ
l
マ
は
一
論

文
の
な
か
で
扱
う
に
は
重
す
ぎ
は
し
な
い
か
。
例
え
ば
宋
に
併
合
さ
れ
た
南
唐

の
政
策
を
反
動
的
と
断
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
地
方
政
権
の
め
ざ
す
と
こ
ろ

が
宋
朝
の
そ
れ
と
同
じ
か
ど
う
か
ま
ず
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
第
三
章
は
私
盤
一
爾
の
活
躍
で
知
ら
れ
る
江
西
諸
州
地
方
を
特
に
と
り
あ

げ
、
開
設
に
伴
な
う
現
地
少
数
民
族
と
の
摩
擦
、
移
住
民
の
戸
籍
上

の
扱
い

方
、
私
監
の
流
通
と
そ
の
捻
い
手
、
務
寵
の
特
色
等
を
検
澄
し
つ
つ
、
訟
風
盛

行
の
背
景
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
も
の
。

第

W
一
部
四
川
地
域
の
同
皮
革
に
移
ろ
う
。
第

W
部
は
本
書
の
半
分
を
占
め
、
六

章
の
う
ち
第
四

・
六
章
以
外
は
近
年
の
成
果
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
重
み
が
お
の

ず
と
知
ら
れ
よ
う
。
第
一
一
軍
は
唐
代
四
川
を
地
域
性
と
軍
事
面
よ
り
追
求
す

る
。
第
一
節
で
は
ま
ず
唐
よ
り
宋
に
至
る
州
別
戸
口
統
計
に
よ
り
、
各
州
戸
数

の
四
川
内
に
お
け
る
比
重
の
祭
化
を
見
る
。
長
江
流
域
各
州
の
戸
数
は
唐
中

期
に
少
数
民
族
を
除
外
し
た
た
め
減
少
す
る
も
の
の
、
唐
宋
よ
り
宋
に
か
け
て

は
比
重
を
増
し
て
く
る
こ
と
、
一
方
、
統
計
に
は
表
わ
れ
な
い
が
、
四
川
盆
地

内
部
の
蓬

・
渠
・
果

・
合
州
に
は
、
唐
初
よ
り
大
量
の
僑
戸
が
存
在
し
た
こ
と

等
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
節
で
は
唐
代
四
川
剣
南
節
度
使
管
下
の
副
結
兵
と

章
君
靖
菅
平
固
と
を
問
題
と
す
る
。
ま
ず
三
高
人
徐
り
の
四
川
園
結
兵
の
う
ち
、

察
州

・
雅
州
の
そ
れ
は
発
族
で
あ
り
、
南
詔
進
攻
(
八
三
O
)
後
、
李
徳
裕
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
雄
遺
子
弟
も
、
精
兵
と
は
別
に
繋
雅
地
匡
よ
り
選
ば
れ
た
民

丘
一
で
あ
り
、
更
に
邦
州
鐙
肝
能
の
飢
(
八
八
二
)
に
少
数
民
族
が
同
調
し
た
の

は
、
渓
化
さ
れ
る
直
前
の
動
き
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
は
少
数
民
族
の
有
力
者
が

統
制
力
を
失
い
、
兵
力
の
結
成
は
な
く
な
る
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
成
都

の
兵
力
は
北
兵
(
精
兵
)
以
外
に
、
少
数
民
族
の
園
民
皆
兵
白
兵
力
を
基
盤
と

し
て
い
た
の
に
射
し
、
昌
州
西
北
十
里
の
地
に
築
か
れ
た
章
君
靖
軍
園
は
豪
族

集
固
で
あ
り
、
兵
力
の
大
部
分
は
流
民
を
吸
枚
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
意
君
靖
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碑
文
に
兵
力
の
出
自
を
語
る
も
の
は
な
い
が
、
第
一
節
の
考
設
及
び
『
元
堕
九

域
士
山
』
の
一
銀
あ
た
り
の
戸
数
か
ら
想
定
さ
れ
る
と
す
る
。
考
謹
の
安
嘗
性
を

云
々
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
が
、
少
数
民
族
が
軍
事
力
構
築
に
興
っ
た
こ
と
に
注

意
し
て
お
き
た
い
。

第
二
章
は
王
建
が
四
川
に
政
穫
を
樹
立
す
る
以
前
、
責
集
に
荷
携
し
私
盤
商

と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
、
活
躍
の
場
と
な
っ
た
山
南
東
道
、
王
建
集
図
の
構
成

等
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
一
節
は
王
建
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
を
正
史
及
び
読
話

よ
り
設
掘
し
て
私
醗
販
賓
の
時
期
を
考
え
、
ま
た
王
建
の
郷
里
を
許
州
長
祉
豚

で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
内
容
豊
富
な
説
話
は
末
尾
に

一
括
し
て
引
か
れ
る

な
ど
、
論
述
に
工
夫
が
ほ
し
い
。
第
二
節
は
山
南
東
道
の
地
域
的
性
格
を
、
戸

数
の
増
減
、
鹿
法
、
落
鎮
、
特
に
唐
随
郵
節
度
使
下
の
精
鋭
部
隊
・
山
河
子
弟

の
活
動
、
商
業
ル
l
ト
等
よ
り
さ
ぐ
る
。
第
三
節
で
は
、
王
建
集
園
の
基
盤

が
、
俵
父
子
義
兄
弟
関
係
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
忠
武
軍
内
の
秘
密
結
社
的
仲
閲

結
合
に
あ
っ
た
と
す
る
。

第
三
一
章
は
王
建
政
権
の
成
立
過
程
及
び
政
権
の
基
盤
、
構
成
を
テ
l
マ
と
す

る
。
第
一
節
で
は
、
四
川
の
名
望
家
は
中
央
の
唐
朝
的
秩
序
へ
の
志
向
が
強
い

の
で
あ
る
か
ら
、
政
権
が
そ
の
支
持
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
す
る
土
豪
政
権
論

は
認
め
ら
れ
ず
、
王
建
支
持
の
土
豪
は
質
は
少
数
民
族
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と

し
、
八
九
一
年
八
月
の
成
都
征
歴
時
の
在
地
有
力
者
の
反
援
に
ふ
れ
、
翌
年
の

影
州
攻
撃
よ
り
九

O
二
年
八
月
の
王
宗
務
謀
殺
ま
で
を
た
ど
る
。
第
二
節
は
九

O
四
年
二
月
、
墨
制
除
官
の
制
に
よ
り
官
僚
の
任
命
権
を
手
に
し
た
王
建
が
、

官
僚
の
母
隆
を
ど
こ
に
求
め
た
か
を
問
題
と
す
る
。
政
権
の
捲
い
手
は
軍
政
面

で
は
官
官
の
般
遷
美
、
舞
鐙
の
唐
道
製
、
俵
子
で
皇
太
子
と
な
っ
た
王
宗
佑
の

三
人
で
あ
っ
た
が
、
唐
道
製
と
皇
太
子
の
聞
は
よ
く
な
く
、
唐
は
王
建
に
殺
さ

れ
た
王
宗
倍
の
後
の
王
宗
慾
と
も
劉
立
し
、
九
一
一
一
一
年
王
宗
怒
主
催
の
七
夕
の

宴
を
ク
ー
デ
タ
ー
と
謹
告
し
て
逆
に
殺
さ
れ
、
王
宗
怒
も
王
建
の
軍
隊
に
よ
っ

て
殺
さ
れ
る
。
著
者
は
こ
の
政
演
の
舞
蓬
を
一
つ
一
つ
考
設
さ
れ
た
。
一
方
、

王
建
は
唐
の
名
臣
奮
族
を
採
用
し
政
権
の
笹
裁
を
保
た
ん
と
し
た
が
、
財
政
・

民
政
は
貧
質
的
に
豚
令
ク
ラ
ス
の
官
僚
と
、
在
地
有
力
者
よ
り
な
る
吏
入
居
に

よ
っ
て
携
わ
れ
て
い
た
。
彼
ら
と
軍
人
を
結
ぶ
も
の
は
何
も
な
く
、
王
萄
政
権

は
王
建
の
死
と
と
も
に
崩
壊
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
す
る
。

第
四
章
は
比
較
的
早
期
の
論
文
で
あ
り
、
若
干
の
訂
正
及
び
迫
加
が
み
ら
れ

る
。
テ
ー
マ
は
唐
初
よ
り
宋
初
の
王
小
波
李
順
の
飢
に
至
る
ま
で
の
成
都
周
透

の
地
域
的
繁
貌
で
あ
る
。
第
一
節
は
成
都
府
が
唐
初
に
生
産
力
に
お
い
て
群
を

抜
い
て
い
た
が
、
唐
末
・
五
代
に
そ
れ
が
周
迭
に
波
及
し
て
い
っ
た
こ
と
を
、

成
都
府
路
内
各
州
の
戸
口
比
重
の
努
動
よ
り
推
測
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

グ
ラ
フ

I
は
「
成
都
府
路
三
地
域
:
-
」
と
標
記
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
節

は
、
蘇
淘
の
衡
論
下
回
制
に
描
か
れ
た
隷
底
的
な
主
佃
関
係
は
四
川
の
貸
態
と

か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
任
淵
の
「
醐
主
流
昭
烈
廟
碑
陰
記
」
に
み
ら

れ
る
水
利
工
事
の
際
の
協
業
関
係
の
努
化
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
す
る
。
し
か
し

碑
陰
記
自
穫
は
主
佃
関
係
に
燭
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
第
三
節
は
四
川
の
土
豪

支
配
と
そ
の
獲
質
を
み
よ
う
と
い
う
も
の
。
唐
末
邦
州
の
肝
能
、
宋
初
の
王
小

波

・
李
順
、
王
均
等
の
反
副
此
の
際
の
民
兵
の
結
集
の
し
か
た
を
通
し
て
議
論
す

る
が
、
土
豪
支
配
と
民
兵
の
問
題
が
ど
う
つ
な
が
る
の
か
、
説
明
に
用
い
ら
れ

る
、
一
国
的
支
配
と
領
域
的
支
配
、
園
保
的
秩
序
と
土
図
的
秩
序
等
の
遠
い
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
等
々
、
疑
問
黙
が
多
い
。
第
四
節
は
大
家
族
的
同
族
位
制
の

崩
壊
と
題
し
、
眉
山
鯨
の
人
孫
仲
介
H
H
孫
朴
の
家
の
遺
産
争
い
を
具
醐
恒
例
と
し
て

摩
げ
る
。
附
随
し
て
賛
靖
の
盛
行
、
数
力
を
失
っ
た
親
和
先
買
権
の
問
題
等
に

言
及
さ
れ
た
。
第
五
節
は
丹
喬
二
氏
が
愛
掘
さ
れ
た
「
正
法
院
常
住
田
記
」
の

分
析
で
あ
る
。
奮
稿
は
正
法
院
が
主
張
す
る
所
有
権
の
安
嘗
性
を
も
っ
ぱ
ら
問
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題
と
さ
れ
て
い
た
。
今
回
、
碑
文
の
全
て
と
そ
の
訓
讃
を
追
加
さ
れ
た
の
で
、

碑
文
自
鐙
の
解
説
を
施
し
た
次
の
第
五
章
の
論
文
を
ま
ず
讃
ん
で
お
き
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
著
者
は
正
法
院
の
主
張
は
時
代
遅
れ
で

一
般
に
認
め
ら
れ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
が
、
奈
京
の
一
言
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
農
民
側
は

敗
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
碑
文
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
姑
く
懸
官
に
蹄

す
」
と
は
官
回
に
改
め
た
こ
と
、
「
努
近
」
は
「
芳
戸
」
に
近
い
内
部
の
農
民

で
は
な
い
か
と
新
し
い
解
即
時
を
出
さ
れ
た
。
し
か
し
周
藤
氏
が
、
所
領
内
の
農

民
は
兵
士
の
鴎
燥
し
た
も
の
で
、
豪
民
に
近
い
力
を
も
っ
て
お
り
、
四
川
地
方

一
般
の
大
土
地
所
有
と
同
列
に
論
ず
る
わ
け
に
い
か
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
た
こ

と
(
『
宋
代
史
研
究
』
四
五

一
頁
〉
へ
の
言
及
が
な
い
。
著
者
の
い
う
「
小
農

経
営
の
全
面
的
自
立
」
の
論
援
が
本
節
に
あ
る
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
関
わ

る
資
料
と
し
て
本
碑
文
を
用
い
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
農
民
の
資
料

で
は
な
い
と
い
う
見
解
の
是
非
に
鰯
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
本
章
第

三
節
に
お
い
て
著
者
は
土
豪
と
そ
の
下
の
土
闘
を
問
題
と
さ
れ
た
。
「
兵
士
の

錦
農
」
は
あ
り
う
る
の
か
否
か
お
聞
き
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
努
戸
」
に
つ
い
て
も
一
言
し
て
お
き
た
い
。
「
芳
戸
」
H
H
役
腐
佃

戸
設
に
射
し
、
宋
代
少
数
民
族
問
題
を
専
攻
さ
れ
た
河
原
正
博
氏
が
、
「
努
戸
」

と
は
築
柵
の
努
近
の
熟
夷
戸
で
寅
質
的
に
は
土
豪
で
は
な
い
か
と
提
議
さ
れ
た

の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
(
『
漢
民
族
華
南
設
展
史
研
究
』
)
。
そ
れ
に
封
し
、

著
者
を
始
め
と
し
多
く
の
研
究
者
は
関
心
を
示
さ
れ
な
い
が
、
日
野
開
三
郎
氏

の
み
は
、
「
努
戸
制
豪
民
と
そ
の
小
作
人
と
の
関
係
」
、
「
努
戸
制
大
土
地
所
有
」

な
る
表
現
を
用
い
ら
れ
て
い
る
(
『
唐
末
五
代
初
自
衛
義
軍
考
』
上
篇
、

一一一六

二
頁
)
。
日
野
氏
は
『
唐
代
先
進
地
借
の
荘
園
』
を
刊
行
さ
れ
、
績
け
て
四
川

地
方
を
中
心
と
し
た
妊
園
研
究
を
も
、
目
論
ま
れ
て
い
た
。
不
幸
に
し
て
そ
の

刊
行
を
見
ず
に
物
故
さ
れ
た
の
で
、
氏
が
右
の
表
現
に
よ
っ
て

「努
戸
」
を
豪

民
的
存
在
と
考
え
て
お
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
確
め
よ
う
が
な
い
。
日
野
氏
の
研

究
に
よ
れ
ば
城
努
(
傍
)
子
弟
(
民
丘
(
)
な
る
言
葉
が
あ
る
(
『
日
野
開
三
郎

東
洋
史
論
集
』
倉

一
、
二
二
三
頁
)
。
「
努
戸
」
に
つ
い
て
も
軍
事
的
色
彩
の
濃

い
こ
と
を
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

第
五
章
は
前
章
で
取
り
あ
げ
た

「
正
法
院
常
住
田
記
」
の
執
筆
者
、
荘
園
の

所
在
地
、
立
地
傑
件
等
に
つ
い
て
考
詮
し
た
も
の
。
第

一
節
で
碑
文
の
作
者
楊

天
惑
の
身
迭
を
洗
い
、
察
京
及
び
新
奮
雨
明
鼎
の
争
い
と
の
関
わ
り
を
み
つ
つ
、

そ
の
人
物
像
を
浮
き
ぼ
り
に
し
、
ま
た
碑
文
作
成
を
求
め
た
「
汝
南
周
公
」
は

周
敦
闘
の
次
子
周
熊
で
は
な
い
か
、
碑
文
自
鐙
は
楊
天
惑
の
察
京
に
制
到
す
る
詑

び
入
れ
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
楊
・
察
・
周
の
交
渉
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
興
味

が
つ
き
な
い
。
第
二
節
は
碑
文
中
の
昇
遷
・
舎
仁

・
皐
射
・
高
裁
等
の
地
名
を

考
詮
し
、
間
四
干
射
山
の
費
市
に
ふ
れ
、
荘
田
が
蔦
歳
池
の
濯
減
水
系
下
に
あ
っ
た

と
す
る
。
第
三
節
で
は
規
模
に
お
い
て
正
法
院
を
し
の
ぐ
昭
究
寺
領
常
住
田
の

成
立
過
程
、
規
模
と
四
至
、
濯
減
施
設
、
水
利
工
程
、
立
地
保
件
等
を
関
係
資

料
よ
り
っ
き
と
め
、
正
法
院
領
と
比
較
す
る
。

第
六
章
も
第
四
章
同
様
、
比
較
的
早
期
の
作
品
で
あ
り
、
今
回
前
後
を
入
れ

換
え
、
小
見
出
し
を
つ
け
、
書
き
改
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
よ
う
で

あ
る
。
袈
州
路
の
民
族
問
題
、
農
業
生
産
の
在
り
方
、
一
商
税
及
び
主
客
戸
統

計
、
少
数
民
族
の
祉
舎
構
成
と
支
配
構
造
に
ふ
れ
つ
つ
、
皇
一茄
費
州
路
官
荘
客

戸
逃
移
禁
止
令
及
び
南
宋
の
修
正
令
を
考
査
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
第
一
節
は

袈
州
路
施
・
酷
向
・
漁
三
州
と
梓
州
路
櫨
州
の
少
数
民
族
の
漢
化
過
程

・
焼
畑
耕

作
・
集
落
の
戸
数
、
漢
族
と
の
武
力
衝
突
と
征
服
に
よ
る
共
同
佳
の
分
解
、
衝

突
の
際
の
漢
族

・
少
数
民
族
隻
方
の
兵
力
動
員
方
法
、
少
数
民
族
首
長
の
動
き

等
、
民
族
問
題
を
多
角
的
に
検
討
す
る
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
資
料
を
あ
げ
ら

れ、

一
節
と
し
て
は
か
な
り
の
長
編
で
あ
る
。
第
二
簡
は
費
州
路
佃
戸
制
に
関
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す
る
諸
研
究
を
あ
げ
た
の
ち
、

品ロ回路の

一
般
的
性
格
を
戸
口
統
計
そ
の
他
に
よ

っ
て
把
え
る
。
四
川
三
路
に
比
し
生
産
力
は
極
め
て
低
く
、
科
摩
官
僚
を
出
さ

ず
、
各
州
の
銀
数
は
二
つ
止
ま
り
で
一
商
品
流
通
は
豪
民
に
委
ね
ら
れ
、
一
戸
蛍

た
り
の
菟
役
銭
徴
枚
額
は
三
路
に
比
し
多
い
が
、
一
戸
賞
た
り
墾
田
額
は
極
端

に
少
な
く
、
未
登
録
団
地
の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
。
保
甲
編
成
で
は
客
戸
を
除

外
し
た
が
、
主
客
戸
統
計
で
は
客
戸
率
が
全
般
的
に
高
い
。
成
都
府
路
で
逆
に

客
戸
率
が
低
い
の
は
、
経
営
を
濁
立
さ
せ
た
佃
戸
が
主
戸
と
し
て
登
録
さ
れ
た

た
め
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
つ

い
で

「
皇
祐
輔
笈
州
官
妊
逃
移
法
」
と
南
宋
に
お
け

る
修
正
令
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
る
。
右
の
法
令
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
佃
戸
は
隷
属
的
で
あ
り
、
時
に
武
力
を
背
景
に
土
地
に
緊
縛
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
著
者
は
そ
れ
を
大
経
営
の
解
佳
に
よ
っ
て
自
立
せ
ん
と
す
る
農
民
を
、

地
主
が
相
互
に
獲
得
せ
ん
と
し
て
再
枚
奪
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
荘
園
よ
り
自
立
し
、
商
品
生
産
に
各
き
込
ま
れ
な
が
ら
、
保
護
を
失
っ
た

た
め
、
逆
に
顛
落
の
度
合
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
再
版
農
奴
的
存
在
で
あ
る

と
い
う
。
し
た
が
っ
て
法
令
は
、
自
立
農
民
の
再
収
奪
を
防
ぐ
の
が
ね
ら
い
で

あ
っ
た
と
す
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
解
穆
で
は
あ
る
が
、

著
者
の
抱
か
れ
た
農
民
像

は
、
本
章
で
述
べ

て
衆
ら
れ
た
婆
州
路
の
農
民
の
も
の
で
は
な
い
。

一商
品
流
通

は
豪
民
に
掌
握
さ
れ
て
お
り
、
農
民
を
巻
き
込
ん
で
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
法
令
の
ね
ら
う
と
こ
ろ
を
把
え
る
に
は
、
菱
州
路
の
官
回
・
民
国
後
方

の
在
り
方
と
そ
の
針
策
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
ま
.
す
求
め
ら
れ
よ
う
。
著
者

は
そ
の
作
業
を
醤
来
の
研
究
成
果
に
委
ね
た
ま
ま
、
結
論
を
急
が
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
資
料
が
少
な
く
難
し
い
と
は
思
う
が
、
著
者
が
第
一
節
で
考
註
さ
れ
た

少
数
民
族
有
力
者
層
の
動
向
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
官
回

・
民
団
封
策
が
奈
迭

に
あ
る
か
把
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

、以
上
第

W
部
で
著
者
は
、
唐
末
五
代
に
お
け
る
地
方
政
権
の
形
成
過
程
及

び
そ
の
基
礎
と
な
る
軍
事
力
の
構
成
、
「
正
法
院
常
住
田
記
」
の
内
容
と
そ
の

ね
ら
い
、
費
州
路
に
お
け
る
漢
族

・
少
数
民
族
の
葛
藤
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

詳
し
く
検
討
さ
れ
た
。
宋
朝
の
四
川
支
配
が
歓
け
て
い
る
と
い
う
不
満
は
残
る

が
、
四
川
の
歴
史
像
を
塑
か
に
し
た
功
績
は
大
き
い
と
思
う
。

最
後
に
全
鐙
に
わ
た
る
感
想
を
一
一
、
三
記
し
た
い
。
本
書
全
編
に
わ
た
っ
て

み
ら
れ
る
特
色
は
、
唐
宋
の
戸
口
統
計
を
活
用
し
た
人
口
動
態
の
把
爆
に
あ
ろ

う
。
新
鯨
の
設
置
と
人
口
比
率
の
第
化
、
主
客
統
計
・
一
商
税
額
・
墾
回
数
等
の

分
析
を
基
礎
に
、
移
民
と
開
墾
、
流
民
と
そ
の
牧
容
、
土
着

・
外
来
の
問
題
、

民
兵

・
傭
兵
問
題
に
見
嘗
を
つ
け
、
大
局
的
観
熱
よ
り
そ
の
地
域
の
性
格
を
浮

き
ぼ
り
に
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
特
に
主
客
統
計
と
そ
の
意
味
を
た
え
ず

聞
い
、
地
域
に
よ
っ
て
主
客
の
規
準
が
異
な
り
、
単
純
に
主
佃
関
係
を
一
示
す
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
地
域
ご
と
に
示
さ
れ
た
こ
と
の
一
意
義
は
大
き
い
。

問
題
は
統
計
資
料
に
よ
る
大
局
的
剣
断
を
肉
附
け
す
る
方
法
に
あ
ろ
う
。
序

論
の
紹
介
に
お
い
て
二
つ
の
ね
ら
い
は
あ
い
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘

し
た
が
、

著
者
が
質
際
に
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
研
究
を
み
る
と
、
二
つ
自
の

襲
革
過
程
を
把
え
る
と
い
う
ね
ら
い
は
、
預
め
前
提
と
し
て
据
え
置
か
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
特
定
地
域
の
第
化
を
追
求
し
、
そ
の
個
性
と
特

質
を
確
定
す
る
」
(
四
四
一

一貝
)
の
が
著
者
の
方
法
で
あ
っ
た
。
療
化
と
は
麿

宋
の
出
皮
革
で
あ
り
、
細
か
く
言
え
ば
小
農
自
立
、
一
国
的
大
土
地
所
有
の
崩
壊

で
あ
る
。
地
域
ご
と
に
あ
る
は
ず
の
愛
卒
を
見
つ
め
て
い
け
ば
、
自
ら
地
方
の

特
質
は
把
握
さ
れ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
幾
革
が
あ
る
か

な
い
か
は
現
代
の
判
断
で
あ
り
、
史
料
自
佳
は
何
も
語
ら
な
い
。
勢
い
さ
ま
ざ

ま
な
抽
出
断

・
仮
設
を
用
い
ざ
る
を
え
な
い
。
本
書
。か
難
解
な
の
は
そ
の
た
め
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
務
断
・
仮
設
を
用
い
る
こ
と
は
著
者
の
み
な
ら
ず
、

戦
後
の
歴
史
摩
が
多
か
れ
少
な
か
れ
依
嫁
し
た
方
法
で
あ
り
、
あ
な
が
ち
責
め
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ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
唐
宋
拙
皮
革
と
い
う
仮
設
が
あ
れ
ば
こ
そ
新
た
な
資
料

は
渡
掬
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

た
だ
本
書
に
お
い
て
い
さ
さ
か
そ
れ
を
前
面

に
出
し
す
ぎ
た
に
す
ぎ
な
い
。
と
も
か
く
著
者
は
今
回
沓
稿
を
改
め
る
こ
と
な

く
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ
、
戦
後
の
中
園
史
研
究
の
謹
言
翠
に
立
た
れ
た
、
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

女
に
四
川
を
始
め
と
す
る
諸
地
域
の
把
え
方
を
問
題
と
し
た
い
。
華
北
・
四

川
の
地
域
研
究
は
麿
宋
に
わ
た
る
も
の
の
、
他
は
宋
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
地
域

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
軍
事
問
題
或
い
は

民
族
問
題
が
中
心
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
は
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
る

が
、
共
、通
す
る
も
の
は
儲
皮
革
面
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
地
域
は
動
き
の
な
か
で
の
み
把
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
動
か
ざ
る
も

の
、
蛍
た
り
前
の
こ
と
は
と
も
す
る
と
捨
象
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
何

か
と
い
え
ば
中
央
と
の
関
係
、
特
に
園
家
の
地
方
支
配
の
問
題
で
あ
る
。
宋
は

統
一
後
、
文
臣
の
波
法
と
吸
枚
に
よ
り
地
方
に
お
け
る
銃
存
の
勢
力
を
削
減
し

よ
う
と
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
央
の
締
め
つ
け
は
、
官
僚
制
、
税
制
等
、
あ
ら

ゆ
る
側
面
に
及
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
特
に
宋
初
の
そ
れ
は
決
し
て
固
定
し
て
動

き
の
な
い
も
の
で
は
な
く
、
開
皮
革
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
中
央

を
見
ず
に
地
方
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
が
四
川
研
究
に
紋
け
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
こ
だ
わ
る
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
著
者
自
身
十
分
承
知
の

こ
と
で
、
結
論
に
お
い
て
闘
家
支
配
そ
の
も
の
を
念
頭
に
お
く
よ
う
に
な
っ
た

の
は
呉
越
王
朝
の
論
文
(
第

m部
第
一
章
、

一
九
七
八
年
)
に
始
ま
る
と
い
わ

れ
、
そ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
土
豪
政
権
論
の
再
検
討
に
入
ら
れ
た
と
い
う
。
確

か
に
本
書
に
主
客
制
、
戸
等
制
、
郷
村
制
へ
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
制
度
史

あ
る
い
は
支
配
理
念
そ
の
も
の
の
研
究
は
な
い
。
中
央
と
そ
の
地
方
支
配
の
関

係
は
、
簡
単
に
云
え
ば
原
理
と
そ
の
適
用
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
適
用
は
さ

ま
ざ
ま
な
展
開
を
示
す
か
ら
、
そ
れ
自
慢
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

原
理
を
忘
れ
て
は
自
ら
を
見
失
う
恐
れ
が
あ
る
。
普
遍
的
な
も
の
あ
る
い
は
全

陸
に
わ
た
る
も
の
に
あ
る
程
度
配
慮
し
て
は
じ
め
て
地
域
の
特
殊
性
は
摺
み
う

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
地
域
研
究
は
中
央
と
地
方
の
往
復
運
動
と
い
え

る
。
し
か
し
言
う
は
易
く
行
い
が
た
い
。

以
上
本
書
に
導
か
れ
地
域
研
究
に
つ
い
て
欲
ば
っ
た
こ
と
を
云
わ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
著
者
の
視
角
あ
る
い
は
方
法
の
み
を
問
題
と
し
、
よ
う
や
く
著
者
の

出
後
黙
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
少
し
で
も
本
書
理
解
の
た
め
の
道
し
る

べ
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
紋
密
で
し
か
も
堕
か
な
寅
設
的
成
果
に
つ
い
て
は

こ
れ
よ
り
更
に
皐
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

一
九
九

O
年
二
月

京
都
同
朋
合
出
版

丘
一
十
七
四
五
頁
索
引
一
七
頁
二

O
、

0
0
0園

A
5
剣

-198-


